
周期性が確認された水深と周期を
プロットし、魚種毎の回遊水深と
回遊周期を確認した。マグロとブ
リは表層を、サバは中層を回遊し
ており、回遊周期はマグロがもっ
とも短く、ブリ、サバの順に長く
なった。

水深と周期を用いた魚
種判別の結果を利用し
て、マグロが定置網に
入ったことを漁業者に
通知している。

１０．まぐろアラート
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１．目的と概要

ＩＣＴを活用した漁業の効率化という視点で、水産業における
グリーンイノベーションに取り組んだ。定置網漁業を対象とし
て、効率的な網起こしを支援することでエンジン稼働時間の縮
減によるＣＯ２排出の削減を目指した。

ＩｏＴの活用により定置網に入った魚群を可視化し、音響画像、
ならびに、魚種判別の結果を漁業者に提供することで効率的な
網起こしを支援した。

函館市は建網大謀網漁
業発祥の地であり、３
０ヶ統を超える大型定
置網が設置されている。

７．定置網

函館市の三地区（川汲地区、尾札部地区、木直地区）の定置網
に魚群探知機を設置し音響信号を取得した。取得した音響信号
をクラウドサーバに蓄積し、一次利用、二次利用を図った。

一次利用では、時系列の音響信号から音響画像を生成し、定置
網に入った魚群を可視化した。二次利用では、信号処理技術、
画像処理技術により、音響信号から定置網の魚群の魚種判別に
取り組んだ。なお、魚種は主要魚種であるマグロ、ブリ、サバ、
イワシ、サケ、イカを判別した。

２．方法

音響画像を出漁判断に活用することで、Ａ重油の消費量は前年
比でマイナス３．３％、単位漁獲量あたりのＡ重油の消費量は
マイナス２７％、単位漁獲量あたりのエンジン稼働時間はマイ
ナス１６％を達成し、ＣＯ２排出を削減することができた。

魚種判別では、実データを用いたマグロの資源保護シミュレー
ションの結果、「まぐろアラート」を発報することで５７％の
マグロを保護することができ、さらに、全体の漁獲量に対する
損失は３％に抑えることができた。

３．結果

音響処理装置、通信装
置、電源を載せた筏
（左）を定置網の外に
浮かべ、送受波器
（右）を定置網の内に
吊り下げる。

４．開発した定置網用魚群探知機

９．水深と周期を用いた魚種判別

８．回遊周期と回遊水深の評価

音響信号の水深分解能は０．３１２５ｍ、時間分解能は３秒で
ある。水深毎に高速フーリエ変換を用いてグラフを作成し、回
遊周期を確認した。水深１０ｍでは、マグロ（左）には周期性
が確認されたが、サバ（右）には周期性が確認されなかった。
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６．魚種判別の仮設

定置網の外周は約２００ｍであり、網で囲まれた水槽とみなす
ことができる。

仮設１）魚群は定置網の中を回遊する
仮設２）魚種毎に固有の回遊周期がある
仮設３）魚種毎に固有の回遊水深がある

５．音響画像の例

魚群探知機は音を使って海水と密度の異なる物質を検知する装
置であり、主に浮袋を検知している。マグロ（上）の音響画像
とサバの音響画像（下）には異なる特徴がみられる。


